
審議会等の会議の概要の記録 

 

会 議 の 名 称 令和６年度 第１回子ども・子育て会議 

開 催 日 時 令和６年７月１６日（火） 午後２時００分から 

開 催 場 所 甲州市役所 １階 市民ギャラリー 

議 題 

１ 甲州市子ども・子育て支援事業計画の概要について 

２ 第２期計画事業点検・評価について 

３ 第３期計画策定の量の見込み等について 

４ その他 

出 席 委 員 田邉康仁委員、甘利志賀峰委員、日原瑞枝委員、一ノ瀬佳委員、雨

宮紀子委員、木下みどり委員、廣瀬美香委員、相澤裕美委員、三枝

敏明委員、若尾由紀子委員（役員名簿順） 

会議の公開また

は非公開の区分 
公開 

会議を一部公開

又は非公開とし

た場合の理由 

 

傍聴人の数 ０人 

審議概要 別紙のとおり 

事務局に係る事項 

出席者 

子育て支援課 ６名（矢口課長、向山リーダー、雨宮リーダー、姫

野、加山、市川）、株式会社明豊 １名（池上） 

そ の 他 

 

 



令和６年度 第１回甲州市子ども・子育て会議 審議概要（開催日：令和６年７月１６日） 

内容 

 

１．開会 

 

２．委嘱状の交付  

 

３．市長あいさつ 

 

４．自己紹介 

 

５．会長あいさつ 

 

 

 

 

 

６．議事 

（１）甲州市子ども・

子育て支援事業計画の

概要について 

 

 

 

（２）第２期計画事業

点検・評価について 

 

 

 

 

次第に基づき以下のとおり進められた。 

 

事務局（向山）開会 

 

〇鈴木市長より委嘱状を交付。 

 

〇鈴木市長あいさつ 

 

○各委員および事務局自己紹介を実施。 

 

〇事務局（向山） 会長、副会長の選任について説明。 

委員より事務局提案の声あり、三枝敏明委員を会長に、日原瑞枝委員を

副会長に推薦し、承認。 

 

〇三枝会長あいさつ 

 

議長：三枝会長 

〇事務局（向山） 事業計画の概要について資料に基づいて説明。 

・第３期甲州市子ども・子育て支援事業計画の概要説明。 

 

→質問・意見等特になし。 

 

 

〇事務局（向山） 第２期計画事業点検・評価について資料に基づいて

説明。 

 

→質問・意見等特になし。 

 

 



（３）第３期計画策定

の量の見込み等につい

て 

 

 

（４）その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇事務局（株式会社明豊池上氏） 第３期計画策定の量の見込み等につ

いて資料に基づいて説明。 

 

→質問・意見等特になし。 

 

〇事務局（向山）保育料の無償化・児童手当制度改正について資料に基

づいて説明。 

・甲州市独自事業として本年９月から実施される０歳児～２歳児の保育

料の無償化について説明。 

・児童手当制度改正による支給対象年齢の拡充・所得制限撤廃について

説明。 

 

○事務局（向山）委員報酬について事務連絡。 

 

○事務局（向山）今後のスケジュールについて資料に基づいて説明。 

・次回、会議開催時期について説明。１１月～１２月の間を予定。 

 

→質問・意見特になし。 

 

〇その他 委員からの質問等 

〇日原副会長  

 今年４月からこども家庭センターが発足したということだが、具体的

にどのような機能があるのか。 

 

〇事務局（矢口課長） 

こども家庭センターの設置の経緯については、この４月に子育て支援

課と、健康増進課の方にそれぞれ設置をされ、機能的には妊産婦、子育

て世代、こどもへ一体的に相談支援を行うというような形になってい

る。私どもの子育て支援課の方には、総括の支援員とセンター長を設置

して、個々の相談を受ける形で運営をしている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．閉会 

〇 日原副会長 

 こども家庭センターの設置は第２期子ども・子育て支援事業計画に扱

われている事業か。 

 

〇事務局（向山） 

第２期の計画には掲載は無く、国の方針でこども家庭センターの市町

村設置に取り組むという形になっており、令和８年度には設置すること

となっているが、甲州市としては、いち早くということで今年度から設

置したという形になる。 

 

〇相澤委員 

 保育料が無償化されることによって、０歳児の入園希望者が待機児童

になることがないか。どれくらいの枠があるか市で把握しているか。 

 

〇事務局（矢口課長） 

０歳から２歳まではおおよその見込みということで、今手元に資料は

無いが、公立保育所と認定こども園の方の実際の入所の定員を見込む

と、おおよそ４０名程の枠が今のところある。０歳児の場合は休業中の

育児手当等もあるので、１年間は保育所に入所せずお子さんの面倒を見

るというのが本来的な姿だと考えられるが、育児手当が切れる１年後位

から勤め始めるにあたって、入所の枠が４０名程あるためその中で対応

可能だと見込んでいる。 

 

〇三森会長 その他なければ、これで議事を終らせていただく。 

 

〇日原副会長 閉会の辞 

 


